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ABSTRAK 

 

DWI HIDAYATI. 2013. Pengaruh Penggunaan Multimedia Interaktif dengan Adobe 

Captivate Terhadap Hasil Belajar Kanji. Skripsi, Jakarta: Program Studi Pendidikan 

Bahasa Jepang, Jurusan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri 

Jakarta. 

 

Multimedia interaktif merupakan gabungan lebih dari satu media di antaranya gambar, 

audio, video, teks, dan lain-lain dimana pengguna dapat mengontrol aksi dari media 

tersebut. Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui apakah terdapat perbedaan hasil 

belajar  antara yang menggunakan multimedia interaktif dengan Adobe Captivate dengan 

yang tidak menggunakan multimedia interaktif dengan Adobe Captivate terhadap 

mahasiswa tingkat II Jurusan Bahasa Jepang STBA JIA Bekasi. Penelitian ini dilakukan 

pada tanggal 29 April – 27 Mei 2013. Metode dan desain penelitian yang digunakan 

adalah eksperimen (true experimental) dengan pretest posttest control group design. 

Populasi penelitiannya seluruh siswa Jurusan Bahasa Jepang STBA JIA Bekasi. Sampel 

yang digunakan adalah kelas IVA pagi sebagai kelas kontrol dan kelas IVB pagi sebagai 

kelas eksperimen dengan masing-masing kelas berjumlah 9 dan 14 siswa. Instrumen yang 

digunakan dalam penelitian ini berupa tes dan non-tes. Instrumen non-tes berisi 20 

pernyataan dengan menggunakan Skala Likert. Selanjutnya dilakukan uji homogenitas 

dengan rumus Fisher dan diperoleh Fhitung < Ftabel (2,51 < 3,52), dengan demikian H0 

diterima, hal ini menunjukkan bahwa data kedua kelompok homogen. Dari hasil 

perhitungan posttest diketahui bahwa      ̅̅ ̅̅̅  = 86,5 untuk kelas eksperimen dan     ̅̅ ̅̅̅  = 

70,22 untuk kelas kontrol. Setelah itu dilakukan uji t dengan rumus Pooled Varians 

didapat thitung > ttabel, 3,63 > 2,08 maka dapat disimpulkan bahwa Hk diterima dan Ho 

ditolak. Hal ini menunjukkan pula bahwa terdapat perbedaan antara yang menggunakan 

multimedia interaktif dengan Adobe Captivate dengan yang hanya menggunakan 

flashcard kanji terhadap mahasiswa tingkat II Jurusan Bahasa Jepang STBA JIA Bekasi. 

Kemudian dengan mencari persamaan regresi didapat  ̂ = 80,57 + 0,21X, dengan uji 

koefisien determinasi dapat disimpulkan bahwa hasil belajar kanji ditentukan oleh 

pengaruh penggunaan multimedia interaktif dengan Adobe Captivate sebesar 11,56 % 

dan sisanya oleh faktor lain. 

 

Kata kunci : multimedia interaktif, Adobe Captivate, hasil belajar kanji 

 

 



漢字学習に対する Adobe Captivateでインタラクティブ・マルチメディアの使用

影響 

Dwi Hidayati 

概要 

A. 背景 

それぞれの言語には、特徴や特殊性があり、それは日本語でも同じであ

る。日本語における大きな特徴の一つは、ユニークで独特な形を持つ文

字があることだ。使用される文字には、かな（ひらがな、カタカナ）、

漢字、ローマ字の 4 種類がある。学習者によると、この四種類の文字の

中で、最も難しいものは漢字である。漢字の数は非常に多く、それぞれ

の文字が異なる意味を持ち、読み方にも二種類ある上（音読みと訓読み

）、形が似ている漢字もある。漢字学習の難しさを克服するために、漢

字学習支援の多様なメディアが必要であると筆者は考えている。技術の

進歩した現代では、インタラクティブ・マルチメディアは多様な学習方

法の一つにあげられるであろう。学習者はインタラクティブ・マルチメ

ディアを使用すれば、漢字学習はより効率、楽しく、面白く学ぶことが

出きるようになる。 

 

B. 問題提供 

a. Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメディアを使用した漢字

学習の上で、学習経過はどうであるか。 

b. Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメディア使用前の漢字学

習の成果はどうであるか。。 

c. Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメディア使用後の漢字の

学習成果はどうであるか。 

d. Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメディアの使用は、漢字

学習の成果に影響を及ぼしているか。 



e. 漢字学習メディアとしての Adobe Captivateでインタラクティブ・マル

チメディアの使用に対し、学習者はどのような反応を示しているか。 

C. 解説 

本研究は、ブカシの STBA JIA 日本語学科二年生に対し、2013 年 4 月 29

から 5 月 27 日まで行われた。True experimental 法を使用した。研究様式

は、pre-test post-test control group designである。本研究サンプルは、二つ

のクラスに分けられた。実験群は 14 名、そして統制群 9 名である。実験

群では Adobe Captivate とインタラクティブ・マルチメディアを学習者に

使用させたが、統制群の学習者は漢字のフラッシカード使用させた。本

研究で使用された方法は、試験およびアンケートである。試験は、事前

テストと事後テストの二回にわたって行われた。 

1. 実験群の点の表 

番号 サンプル 事前テスト 事後テスト 

1 学生 1 
21 78 

2 学生 2 
30 84 

3 学生 3 
15 80 

4 学生 4 
29 97 

5 学生 5 
15 81 

6 学生 6 
15 84 

7 学生 7 
29 87 

8 学生 8 
33 86 

9 学生 9 
36 86 

10 学生 10 
40 88 

11 学生 11 
25 81 



12 学生 12 
54 100 

13 学生 13 
33 94 

14 学生 14 
28 85 

  合計点 403 1211 

  平均点 28,79 86,5 

 

「Pooled varians」の定式を通じて、t 数の結果は 3,63 点であり、t 表は

2,08点である。つまりｔ数はｔ表より（3,63 > 2,08）高いため、Hkが採用

されて、H0 は採用されないことになった。これは学習メディアとしての

Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメディアを使用した学習者

と、漢字のフラッシカードを使用した学習者に顕著な違いがあったこと

を示している。 

本研究は、テストとアンケートを使用する。アンケートは 14 名からなる

実験群に配られていた。アンケートの結果は下のようにである。 

a. 94,3 % の学習者は、Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメデ

ィアを使用した漢字学習が好きである。 

b. 87,1 % の学習者は、Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメデ

ィアを使用した学習は楽しみと認めている。 

c. 90 % の学習者は、Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメディ

アは漢字学習方法の一つになることに賛成である。 

d. 81 % の学習者は、Adobe Captivateでインタラクティブ・マルチメディ

アが漢字学習に役立つということに同意している。 

e. 91,5 % の学習者は、Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメデ

ィアの使用は学習方法として良くない、という考えに反対である。 



D. 結論 

研究の結論は、次の通りである。 

１．次に述べるものは、Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメ

ディアを活用した学習経過に関する説明である。Adobe Captivate で

インタラクティブ・マルチメディアは、漢字を学ぶ授業で使用され

る。学習者はノートパソコンを所有するは学校に持ってくる。教師

が説明した後、学習者は各自のパソコンで練習することになった。

授業中や、その他の場面でも漢字を勉強する際には Adobe Captivate

でインタラクティブ・マルチメディアを使用するように学習者は指

示された。 

２．実験群の結果によると、実験群の平均点は 28,79 点であり、最高点は

54 点、最低は 15 点となっていた。実験終了後のテスト結果では、実

験群の点数は上昇している。平均点は 86,5 点、最高点は 100 点、最

低は 78点となっている。 

３．t 数の結果によって、Hk が採用されることになった。それは t 数は t

表よりも高い、つまり Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチ

メディアを使用する学習者は Adobe Captivate でインタラクティブ・

マルチメディアを使用しない学習者は違いが見られることが分かっ

た。 

４．アンケートの結果から、大多数の学習者はインタラクティブ・マル

チメディア使用に対しても積極的な反応を見せていることが分かっ

た。 

５．Adobe Captivate でインタラクティブ・マルチメディア活用は、漢字

学習においては、一般的なフラッシカードを活用しただけの学習者

の採点高い結果をあげている。 
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